第189回　臨時生物科学セミナー
日時：　　　8月　1日（水）　15：00～16:30
演者：  今泉　貴登
　　　　　（所属）ワシントン大学、生物学科
演題：シロイヌナズナの光周性花成経路における

FKF１青色光受容体の光依存的な機能

シロイヌナズナは長日条件下で開花が促進される。この日長依存的に開花時期を調節する経路（光周性花成経路）において、CONSTANS（CO）と呼ばれる転写因子の発現様式の制御が日長変化に正確に反応する上で重要なメカニズムだと考えられている。私達はFKF１と呼ばれる青色光受容体がCOの転写とタンパク質安定性の制御に関与していることを明らかにした。今回はFKF１の機能を中心に光周性花成の分子機構の一旦をご紹介する。
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